
　　　評価 【 A 】

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）

【社会性の育成】 　　　評価 【 A 】

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）

【チーム学校】 　　　評価 【 B 】

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

学校番号 42 中村高等学校 西土佐分校　 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】
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○ 一人ひとりにきめ細かい指導と手厚い支援、遠隔授業を行いあらゆ
る進路に対応します。

　・１年　基礎・基本をしっかりと学び直します。
　・２年　興味・関心を広げ、進路・適性を見つけます。
　・３年　選択科目で、進路実現を目指します。

○総合的な探究の時間では地元の資源を活用し、地域と連携した活動
を行い、地域の未来や課題解決に向けた学習を行います。

見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばた
　　 く人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の
     未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

スクール・ミッ
ション

地域と協働して地元の資源を生かした特色ある教育活動を展開し、学校の垣
根を超えて学びを深化させることにより、地域社会を担う人材を育成する。

四万十川等の資源を活用し、地域と連携した教育活動や探究活動を通して、
他者と協働する力を養い、地域社会に貢献する人材を育成する。

５教科の教員が中心となった「学び直し、振り返り」等の学習活動の充実や・学習支援員を活用した放課後学習、各担当教員の補習による手厚い指導や支援が、多くの生徒の
学力の向上及び基礎学力の定着につながった。各種検定試験に挑戦し、合格することで「学び」のモチベーションの向上につながり、学習意欲も高まってきた。また、進学や就
職の個別指導により、目標としていた進路実現につながった。

○高校生活の目的や将来に向けての自己の夢や目標を持っている生徒を募集します。
○自主的かつ意欲的に学習に励み、主体的に取り組める生徒を募集します。
○部活動、生徒会活動、ボランティア活動、地域貢献活動等にも熱心に取り組める生徒を募集します。
○基本的な生活習慣が身に付いている生徒を募集します。
○互いに認め合う豊かな心と周囲の人々への感謝の気持ちを持ち、地域に貢献できる生徒を募集しま
す。

地域と連携・協働した各種学校行事や探究活動等、様々な活動を活発に行うことができ、郷土愛や社会性の育成を図ることができた。多様な生徒が在籍しているため、今後も地
域とのかかわりを重要視しながらできる限りの生徒の活躍の場を確保し、地域課題を分析したり解決策を考えたりする力を身に付けさせ、生徒が主体となる深い学びにつながる意
欲的な活動としたい。また、社会に通用するコミュニケーション能力や元気に挨拶のできる地域に貢献できる生徒を育成したい。

○学ぶ意欲と挑戦する意識を育み、自主的に考え判断できる力を育成します。
○学校行事、ボランティア活動、部活動等を活発化させ自己有用感を育成します。
○探究活動を通して、地域の課題に取り組み、自らが主体となって、地域や社会の未来をひらく力を育成
します。
○保小中、地域と連携し、地域の未来を担う人材を育成します。

様々な課題を抱える生徒の入学が増えたが、ホーム主任や支援員を中心にチーム学校として全教職員でサポートし、進級、卒業、進路実現につなげたことは大きな成果である。
また、各種学校行事等においても、生徒と一体となりチーム西土佐（学校）として取り組むことで成果を収めることができた。

社
会
性
の
育
成

★豊かな心、多様性・包摂性の尊重
○豊かな人間性・道徳性・社会性
○他者への思いやり（地域・社会貢献、ボラン
ティア活動等も含む）

県オリジナルアンケート
〇「何か困ったことや問題が起きたとき、周りの人に相談することがで
きる」　　70％以上
〇「物事に取り組む際には、目標や具体的な手順を考え、その達成
のために努力できる」　　70％以上
〇「物事が計画通りに進まないとき、どうすればよいのかを考え、乗り
越えようとしている」　　70％以上
〇「ボランティア活動に参加した生徒の割合」　　90％以上

〇SC、養護教諭による仲間づくり授業等の人間関係
づくりの機会の確保
〇地域協働学習（地域課題解決学習）および地域貢
献行事
〇ボランティア活動
〇学校行事（体育祭、文化祭等）
〇保小中、福祉施設等との連携

Ａ

〇「何か困ったことや問題が起きたとき、周りの人
に相談することができる」１年66.7％ ２年75％ ３
年100％
〇「物事に取り組む際には、目標や具体的な手順
を考え、その達成のために努力できる」１年73.4％
２年100％　３年85.8％
〇「物事が計画通りに進まないとき、どうすればよ
いのかを考え、乗り越えようとしている」１年66.6％
２年100％　３年100％
〇「ボランティア活動に参加した生徒の割合」 １年
26.7％　２年75％　３年100％

・学年が進行するごとに、社会性は身に付いている
と感じている。今後も継続して地域の人々と関わる
機会を設ける。
・地域行事（地域貢献）やボランティア活動に精力
的に参加させる。
・学校生活を送る中で必要な人間関係やコミュニ
ケーション、問題解決などのスキルを身につけるこ
とで社会性の育成につなげる。（SST）

Ａ

〇「何か困ったことや問題が起きたとき、周りの人に相談するこ
とができる」１年66.7％⇒100％ ２年75％⇒100％ ３年100％
⇒100％
〇「物事に取り組む際には、目標や具体的な手順を考え、その
達成のために努力できる」１年73.4％⇒78.6％ ２年100％⇒
100％　３年85.8％⇒85.7％
〇「物事が計画通りに進まないとき、どうすればよいのかを考
え、乗り越えようとしている」１年66.6％⇒92.9％ ２年100％⇒
75％　３年100％⇒85.7％
〇「ボランティア活動に参加した生徒の割合」 １年26.7％⇒
92.9％　２年75％⇒100％　３年100％⇒100％

〇地域と連携した分校の特色あ
る活動
〇生徒の自主性・主体性・社会
性の育成
〇四万十川や地域の特産物を
教材として、教科横断を図る。

地域
協働
学習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に必要な資
質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

〇県オリジナルアンケート
「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」の

肯定的回答60％以上
〇地域・関係機関との連携回数５回以上など

〇地域と連携した探究活動
　　（四万十川環境保全・伝統漁法等）
〇秋祭りの神輿担ぎ（地域連携・地域貢献）
〇建設業祭り（西土佐建設協会との連携）
〇ゆず収穫体験（障がい者施設との連携）

B

全校生徒が地域と連携・協働した活動をうまく進め
ており、２学期がメインとなるものも多いので更なる
連携に期待ができる。
〇「地域や社会をよくするために何をすべきかを考
えることがある」１年80％　２年100％　３年42.9％
〇地域・関係機関との連携回数３回

地域に必要とされる学校を目指し、各種の行事や
探究活動を活発化させ、３学期の最終評価につな
げる。

A

１年間を通し、全校生徒が地域と連携・協働した活動を行い地
域の魅力を確認でき、郷土愛が育成され、地域課題を解決す
る取組みができた。
〇「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあ
る」１年80％⇒64.2％　２年100％⇒75％　３年42.9％⇒71.4％
〇地域・関係機関との連携回数３回⇒10回

〇分校の特色を活かした活動
〇地域の課題解決を考える学
習

〇新しいことに取り組む活動

学校
の

振興

★学校の魅力化・特色化
〇地域と一体となった学校の魅力化を図る
〇地域と協働した生徒数確保の強化

〇生徒数の確保（高校入試の志願者数11人以上）R6年度 15名
　・地元及び県内外からの生徒募集を強化
　　（地域みらい留学による志願者数３名以上）R6年度６名
〇魅力化・特色化の具体的目標（指標）

・自然豊かな環境で地域と連携し、郷土愛や社会性を育む活動 5
回以上

（探究活動・ボランティア活動・地域貢献活動・カヌー部の戦績
等）
〇毎月１回（3月は除く）の分校存続推進部会の実施（地域コンソー
シアム）
　　R6年度年間11回
〇年２回の学校運営協議会の実施　年間２回
　　R6年度年間２回

〇少人数を活かしたきめ細かい指導と手厚い支援の
充実
〇生徒募集につながるカヌー部の活動の充実
〇豊かな自然（四万十川）の環境保全と持続可能な地
域づくり
〇分校存続推進部会、学校運営協議会の意見等を反
映させた学校運営
〇地域と連携した探究活動の充実
〇地域貢献隊、ボランティア隊ラポールの活動の充実
〇分校農園を活用した地域との連携
〇地域コンソーシアムによる生徒数確保に向けた取組
みの充実

B

○地域みらい留学での対面やオンラインによる生
徒募集では、本校に興味を持ち参加する中学生も
増えている。また、オープンスクールには、現段階
で県外から５組計15名、県内から４組９名の参加が
あった。
○郷土愛や社会性を育む活動　２回
○アクションプランの目標達成に向け行政や地域
の協力で月１回の学校存続部会が継続的にできて
いる（現段階で６回目）。
○学校運営協議会R7年6月19日実施

・学校存続部会・学校運営協議会等を定期的に開
催し、地域の声を積極的に生かし、地域と一体と
なって特色ある学校づくりを進め、入学生確保に
尽力する。
・希望者の都合に合わせオープンスクールは随時
実施する。
・今以上の部活動の活性化や地域貢献・ボラン
ティア活動に努める。

B

○地域みらい留学での対面やオンラインによる生徒募集では、
本校に興味を持ち参加する中学生も増えている。また、オープ
ンスクールには、今年度で県外から10組計24名、県内から14
組31名の参加があった。
○郷土愛や社会性を育む活動　２回⇒６回
○アクションプランの目標達成に向け行政や地域の協力で月１
回の学校存続部会が継続的にできている（11回）。
○学校運営協議会R7年6月19日・R8年１月22日実施（年２回）

〇西土佐地域の魅力の強化
〇地域と連携した新しい取り組
みを実施
〇地域みらい留学での実施方
法の改善
〇少人数ならではの学校の魅
力の発信の強化

教科
横断
的教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情報活用能
力の育成
○各教科の学びを実社会での課題発見や解
決に結び付ける力の育成

〇地域の環境問題について学習し、持続可能な地域づくりを目指
す。
　各教科で地域との連携した活動を学期に１回

「総合的な探究の時間」の課題発見や解決に結びつく発表回数３
回以上

〇地域と連携した校外活動
〇四万十川等の地域資源を活用した探究活動と環境
保全に関わる課題解決学習
〇情報活用能力（プレゼン能力）育成のための全校発
表会実施

B

探究活動で取り組んでいる四万十川・目黒川の環
境調査等、地域と連携し、課題解決に向けた取組
が徐々に進んでいる。
各教科で地域との連携した活動　１学期に２回
発表１回

各自に探究活動等を通して地域の課題の解決方
法について考えさせ、３学期の発表会について手
助けする。

B

地域と連携した探究活動により、四万十川・目黒川の環境調査
等、課題解決に向けた取組みができ、地域の魅力を考える機
会となった。
〇各教科で地域との連携した活動：全学期４回、発表：全学期
４回

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　

〇夏季休業中の閉庁日の実施（３日間）
〇仕事と生活の調和を目指す中で、チームとして仕事上の役
割分担を明確に行い、教職員ひとり一人がやりがいや充実感
を持てるようになってきた。
〇年間を通じて、部活動顧問１名以外は、長時間勤務者の縮
減を図ることができた。

具体的な取組内容　【D】

不祥
事

防止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

○倫理観堅持のための具体的目標（指標）
　　  不注意事案発生件数０件、ハラスメントについての理解度100％
　　  法令遵守の意識100％
○不祥事チェックリストの実施回数（学期に２回）
○不祥事防止に関わる校内研修の実施回数（学期に２回以上）
○不祥事防止委員会の実施回数（毎月1回）

〇毎月の職員会、校内研修の実施での服務規律の確
認
〇Fax、メール等の送信先について必ず複数の目で確
認する
〇各種不祥事に関わるチェックシートによる確認
〇事例研究会の実施

B

不祥事防止研修について定期的・事あるごとに注
意喚起し教職員の意識の向上と防止策の徹底を
図ることができている。
○不祥事チェックリスト　３回実施
○不祥事防止に関わる校内研修 １学期に４回実
施
○不祥事防止委員会　　４回実施

不祥事チェックリストの実施や研修を行い、不祥事
防止の徹底を図る。 B

中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】

〇学校行事のスクラップおよび
ストレスチェックの活用
〇部活動の複数顧問制の継続
〇部活動ガイドラインの定期的
な確認

不祥事防止研修について定期的・事あるごとに注意喚起し教
職員の意識の向上と防止策の徹底を図ることができている。
○不祥事チェックリスト　年間６回実施
○不祥事防止に関わる校内研修　１学期：４回
　２学期：４回、３学期：３回
○不祥事防止委員会　　年間11回実施

〇授業外学習時間には課題は残るが、One－weekトライアル、
すらら学習ドリルの活用、学び直しの学習活動の充実が学力
向上と基礎学力の定着につながった。
〇D3層の割合
　R7入学生：１年１回目6人⇒１年２回目１人
　R6入学生：１年１回目２人⇒２年２回目１人
○Ｃ層以上の生徒の増加
　　R7入学生　１年１回目３人⇒１年２回目３人
　　R6入学生　１年１回目１人⇒２年２回目２人
○授業外学習時間　１年42分　２年60分
○将来の可能性を広げるために勉強をがんばっている
　１年86.7％⇒100％、２年100％⇒75.0％、３年100％⇒100％

〇個別指導の徹底
〇基礎学力の定着や学力向上
〇「学び」のモチベーション向上
〇家庭学習の定着

取
組
項
目

チ
ー

ム
学
校

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎となる知識・技能
○思考力、判断力、表現力
○生涯にわたって学び続ける意欲
★自己の将来とのつながりを見通した学び
○社会の形成に主体的に参画するために必
要な資質・能力
○キャリアデザイン力（やりぬく力）

○Ｄ３層の減少
　　R7・R6入学生：１年１回目⇒２年２回目半数
○Ｃ層以上の生徒の増加

１年（R6年度１年４月）１人（25％）⇒（R7年度 １年11月 目標）２人
（50％）

２年（R6年度１年４月）１人（25％）⇒（R7年度 ２年11月 目標）２人
（50％）
○授業外学習時間の増加
　１年次、２年次ともに60分を目指す
　　（R6年度１年４月）３人（75％）目標４人（100％）
○将来のための勉強をしている生徒の増加
　県オリジナルアンケート
　将来の可能性を広げるために勉強をがんばっている
　　　１年50％以上、２年70％以上、３年100％以上
　　（R6年度１年４月）４人（100％）目標１・２年生（100％）

〇全ての教育活動を通して思考・判断・表現・振り返り
の機会の確保
〇デジタル技術（ICT）を効果的に活用した授業づくり
〇指導と評価の一体化の充実
〇教科別面談
〇学習支援員の活用と充実
〇個別補習や個別支援等の充実
〇各種検定試験に積極的に挑戦
〇家庭学習習慣の取り組み

B

・One－weekトライアル、すららドリルの活用、学び
直しの学習活動の充実が学力向上と基礎学力の
定着につながっている。
・学習支援員を活用したTT授業、各担当教員の補
習による手厚い指導や支援が、多くの生徒の学力
に成果が現れている。
○Ｄ３層の減少
　　R7入学生：１年１回目６人
　　R6入学生：１年１回目２人⇒２年１回目２人
○Ｃ層以上の生徒の増加
　　R7年度　１年1回目　３人
　　R7年度　２年1回目　１人
○授業外学習時間　１年　４７分　２年　68分
○将来の可能性を広げるために勉強をがんばって
いる  １年　86.7％、２年　100％、３年　100％

・各種検定試験を受検する生徒は、放課後、補習
等に取り組ませることで、学習意欲の向上につな
げる。
・各種検定試験に挑戦させることや放課後の補習
により、主体的に学習に取り組む姿勢や態度を養
う。
・家庭学習の習慣を身に付けさせる（課題の作成
等）（スマホ使用時間の制限の実施）。
・毎日の課題や週末課題の作成および確認。

Ａ

〇不祥事について、意識の向
上を図る研修
〇「信頼される学校づくりのため
に」の有効な活用方法

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
〇教職員の心身の健康を守り、豊かで風通し
のよい職場環境の構築
〇教職員がワークバランスを実感し、仕事に
充実感を得られる学校

〇学校行事や日々の職務の進め方などの見直し
〇勤務時間の実態把握と適切な指導
〇教職員が共に協力し助け合う雰囲気づくり（チーム学校）
〇部活動の活動内容や活動時間及び休養日の徹底
〇校務の情報化に努める。
〇グループウエアの利用による業務の効率化

〇学校閉庁日の設定
〇行事等のスクラップ
〇部活動の休養日の実施とガイドラインに沿った部活
動の遵守
〇教職員同士の声掛け
〇分掌業務の見直しと効率化
〇勤務管理システムによる超勤把握と管理職による声
掛け

B

全体的には長時間勤務者はいないが、部活動の
指導に関して、県・四国・全国大会の前後は川の
増水を避け、須崎市での練習や宿泊をともなう引
率が多くなってしまい、長時間勤務が発生してい
た。インターハイが終了したため、勤務縮減が図ら
れると判断する。

部活動ガイドラインの見直しやガイドラインに沿っ
た練習計画の実施。 B

令和７年度 学校経営計画・学校評価 ■４月８日(火)提出 ■１０月２日(木)提出 ■３月１３日(金)提出


